
1 地元野菜を食べよう町民運動Eat Local 農林課 見送り

2
町民意見のまとめと対応を総集した「まちづくりQ&A」
の発行

まちづくり推進課 見送り

3
町民参加を推し進めるための情報源「町民版まちづく
り白書」の発行

まちづくり推進課 見送り

4
～僕達の丸亀～（美瑛の野菜とコラボした丸亀製麺を
出店）

まちづくり推進課 見送り

5 農地や観光地などに写真付きの看板の設置 商工観光交流課
令和４年度

事業化

6 美瑛町のふるさと納税への加入 まちづくり推進課 検討継続

7 美瑛の野菜を使ったお料理体験 農林課 検討継続

8 観光地（畑・農地）についてのHP活性化 商工観光交流課 検討継続

9 歩道の整備 建設水道課 検討継続

10 美瑛パズル 商工観光交流課 検討継続

11 町アレンジ企画！！ 建設水道課 検討継続

12 写真大会・スポット計画 商工観光交流課 検討継続
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13 わいわいプール増築 文化スポーツ課 見送り

14
季節ごとのイベント・お祭り
飾り付け

商工観光交流課
令和４年度

事業化

15 美瑛町スタンプラリー 商工観光交流課 検討継続

16 屋内遊戯施設（スケートボード等）整備事業 文化スポーツ課 検討継続
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No.1

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

地元野菜を食べよう町民運動Eat Local

主
な
意
見
の
概
要

・ふるさと市場は、農産物等の販売を通して町民の相互交流や生きがいづく
り、地域活性化を目的にした施設として位置付けています。

・ふるさと市場のオープン期間は5～10月の6ヶ月間となりますが、例年、町
内外から15，000人以上の入込があり、常連客も少なくないことから、生産
者・消費者相互の交流の場が形成されています。また、贈答用として商品を
発送する件数も多くあり、町外の方向けのPRにも貢献していることから、そ
の役割を十分に果たしているところにあります。

・町内では「ふるさと市場」の他にも地元野菜を販売している店舗があり、町
民の皆さまに対する地元野菜の供給は、民間流通の需給バランスに応じた
販売が展開されているものと考えています。

・以上のことから、本提案事業の予算計上は見送りとさせていただきます。



No.2

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

町民意見のまとめと対応を総集した「まちづくりQ&A」の発行

主
な
意
見
の
概
要

・町民のまちづくりに対する意見等を伺う事業として「町民まちづくり提案事
業」を実施しておりますが、本事業は提案内容及び提案の事業採択の結果
を広報やホームページ等で適宜公表しているところです。

・今年度も、産業振興からふるさと納税まで、様々な分野に係る提案を１６件
いただいております。また、小学生や高校生からの提案もあり、幅広い年代
の方のまちづくりに対する意見を知ることができると思います。

・その他にも、町長と町内団体との意見交換の場を設ける「びえい未来トー
ク」や、町民の皆さまの意見を伺う「町長へのメッセージ」「町民意見カード」
等、町政に対する意見を伺う制度がありますので、今後はこれらの制度の
充実及び報告方法の工夫などに努めていくこととして、令和４年度の予算化
は見送らせていただきます。



No.3

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

町民参加を推し進めるための情報源「町民版まちづくり白書」の発行

主
な
意
見
の
概
要

・町政に関わる情報については、現在、広報やホームページ等で広く情報発
信を図っているところです。

・年度当初（４月）には、当年度の予算構成や主な事業を広報で報告してい
ます。また、前年度の取り組みを評価する「まちづくり評価」についても、実
施後の報告を行っております。これらの報告内容については、イラストや図
を用いるなど、分かりやすい内容となるように努めています。

・また、総合計画においては、町の抱える課題のほか、今後取り組んでいく
施策や方向性などが示されており、本編及び概要版をホームページ上へ掲
載しています。

・このように、既に複数の媒体により情報発信に取り組んでおりますので、ご
提案いただいた事業の次年度予算化は見送らせていただきますが、発信内
容ごとのつながりが見えやすく、町民の皆さまにとってより分かりやすい情
報発信とするため、今後もホームページの構成の改良等に取り組んでいき
たいと思います。



No.4

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

～僕達の丸亀～（美瑛の野菜とコラボした丸亀製麺を出店）

主
な
意
見
の
概
要

・丸亀製麺を運営する㈱トリドールホールディングスとは、ＪＡびえいとの三
者による包括連携協定を締結しており、町のまちづくりにおける連携・協力
関係にあります。

・これまで、新型コロナウイルスのワクチン接種における町内医療従事者等
に対する支援として、美瑛産野菜を使った天ぷらうどんを無償提供いただい
ております。

・丸亀製麺の店舗では、美瑛産小麦やアスパラなどがすでに使用されてお
り、美瑛産食材が全国に流通しています。

・ご提案にある新たな建物建設については、様々な課題をクリアする必要が
あり、次年度の事業化を見送らせていただきますが、町内の学校給食とのコ
ラボ事業やキッチンカーによる町内イベントへの出店などにより、地産地消
や食育推進等に関する取組を進めてまいりたいと考えております。



No.5

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

農地や観光地などに写真付きの看板の設置

主
な
意
見
の
概
要

・農地への無断侵入を防ぐため、観光客の皆さんにお知らせする多言語版
の看板を美瑛町観光協会で作成し、設置しております。
現在の看板は文字情報のみのため、今後作成するものについては写真を
取り込むなど、より多くの方の目に留まるようなものにすることとします。

・また、看板の設置以外にも、令和４年度は町内の飲食業者や宿泊業者等
が行う持続可能な観光の推進に必要な取り組みに対する支援事業を行うこ
とで、観光客と町民とが互いに理解し合い、美瑛町が魅力あふれる観光地
であり続けるための取り組みを行っていきたいと思います。



No.6

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

美瑛町のふるさと納税への加入

主
な
意
見
の
概
要

・今までは、さとふる以外に３つのポータルサイト（ふるさとチョイス、楽天ふ
るさと納税、ふるさとパレット）を運営しておりましたが、令和３年１２月１日か
らもう一つのサイト（ANAのふるさと納税）への掲載を始めました。

・サイトを増やすと販路の拡大に繋がりますので、今後もサイトの増設につ
いては前向きに検討していきたいと思います。



No.7

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

美瑛の野菜を使ったお料理体験

主
な
意
見
の
概
要

・北瑛小麦の丘体験交流施設では、「美瑛農畜産物の料理における可能
性」をテーマに美瑛料理塾の特別授業を開催する見込みでしたが、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止のため、参加者を広く募集するかたちでの
事業実施は見送りした経過があります。

・令和４年度に向けて、同様の事業の実施を検討していることから、ご提案
いただいた内容を踏まえて事業を進めてまいります。



No.8

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

観光地（畑・農地）についてのHP活性化

主
な
意
見
の
概
要

・ウェブサイトについては、レイアウトの見直しを行い観光ルールへの誘導を
わかりやすく行えるようにします。また、Ｆａｃｅｂｏｏｋ「写真で旅する北海道・
美瑛町」でもマナー啓発を行うようにします。

・クーポン券の発行については、町内店舗の協力も必要となるため困難な
部分もありますが、青い池駐車場の利用半券を提示することで、一部の飲
食店等でサービス提供が受けられるようにしています。
今後、美瑛町電子地域通貨「Ｂｅコイン」の町外者用カード販売等の際に、美
瑛町内で注意していただきたい観光マナーをお知らせできるように検討しま
す。

青い池駐車場半券サービスMAP（GoogleMap）
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令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

歩道の整備

主
な
意
見
の
概
要

・美瑛駅前から美瑛高校へ続く歩道については、道道となります。

・この歩道のインターロッキングの段差については承知しているとことであ
り、北海道との協議の中で早急な修繕について要望しているところです。

・今後も北海道へ要望するとともに、歩行者にとって快適な歩行空間を創出
するよう努めてまいります。

・以上のことから、予算化は見送りますが、継続検討とさせていただきます。
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令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

美瑛パズル

主
な
意
見
の
概
要

・美瑛町へお越しの皆さんに、美瑛町の風景をいつでも楽しんでいただける
ようパズルを作成するのは、素晴らしいアイディアだと思います。

・美瑛町のお土産品は、美瑛物産公社で商品開発を行っていますので、パ
ズルを作成し、道の駅びえい「丘のくら」や「白金ビルケ」で取り扱うことがで
きるか、一緒に検討していきます。
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令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

町アレンジ企画！！

主
な
意
見
の
概
要

・市街地の賑やかさを増やす手法として、街灯及びマンホールをキャラク
ターや美瑛町の風景デザインに改修することで、ファンを引き付ける街並み
になると思います。

・美瑛町では、市街地の大通りにおいて、街並みや景観に配慮した街路灯
を設置しています。

・また、下水道のマンホールについては、丘の風景のデザイン、町章のマー
クのデザインをすでに設置しているところです。

・提案いただいた事業については、既存の設備がまだ使えることから、次年
度の予算化は見送らせていただきますが、改修が必要な際に、提案のあっ
た展開の可能性について検討します。



No.12

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

写真大会・スポット計画

主
な
意
見
の
概
要

・美瑛町観光協会、十勝岳ジオパークにおいてフォトコンテストを行ってお
り、町としても支援を行っています。コンテストの写真は、町内の施設で展示
をするようにしています。

・新たなコンテストを行うことはできませんが、写真撮影時のマナーが良くな
り、道路や農地での迷惑行為を減らせるよう、取組みを進めます。



No.13

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

わいわいプール増築

主
な
意
見
の
概
要

・わいわいプールは、スポーツ及びレクリエーション等の普及振興を図る事
を目的としたスポーツ施設の拠点として、平成３０年１２月に利用が開始さ
れ、安心安全なプール運営を基本に進めており、幼児から高齢者まで幅広
い世代の町民の皆様にご利用いただいております。

・館内には、移動式滑り台やアクアチューブなどレクリエーション的な遊具も
あり、安全面が確保される場合は利用できます。

・当プールは利用開始からまだ３年と新しく、プールを増築整備した場合、多
額の建築費や維持費も増額となる事から、令和４年度のプール増築やア
ミューズメント向けの施設の整備は難しい状況です。

・ご提出いただいた資料中の小学校内のアンケートでも、大半の児童が「満
足している。」との回答を得ている事から、今後も既存のプールを利用して、
子どもたちに親しんでもらえるような企画等を行い楽しんで利用いただける
よう進めてまいります。



No.14

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

季節ごとのイベント・お祭り
飾り付け

主
な
意
見
の
概
要

・ご提案を受け、「第１５回　びえい雪遊び広場」（令和４年１月２９日～令和４
年２月２０日）においては、美瑛小学校６年生の児童生徒の協力を頂き、会
場に手づくりランタン等を設置し、会場を明るく照らすことができました。
　
・また、今回の取り組みを発展させ、次年度においては丘のまちフェスティバ
ルの一環として冬のスタンプラリーとイルミネーションの新規事業を実施致し
ます。

・観光客が減少する閑散期に、町の賑わい作りとなる冬の新たなイベントと
して、町内飲食店の利用を促すほか、イルミネーション等の装飾を行って
フォトスポットを設置するなど、町民の皆様に楽しんでいただける事業を計
画して参ります。
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令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

美瑛町スタンプラリー

主
な
意
見
の
概
要

・スマートフォンのアプリを活用して美瑛町内観光スポットを紹介する「カメラ
と旅する北海道・美瑛町」を昨年１１月から運用しています。

・スタンプ形式のラリーは、無人の屋外にスタンプを設置しなければならない
ため、盗難や天候による心配もあるため難しいと思いますが、どのように実
施できるか検討します。



No.16

令和３年度　「町民まちづくり提案事業」　事業化に向けた検討の意見概要

提案
事業名

屋内遊戯施設（スケートボード等）整備事業

主
な
意
見
の
概
要

・昨年開催された、東京オリンピックでのスケートボード競技では、日本選手
が多くのメダルを獲得し、人気も高まりつつあります。また、旭川市では市内
の公園の一部を、有志の方によるスケートボードパークセクションの設置及
び管理を自主的に行い利用をしているようです。

・スケートパークについては過去にもご提案がありましたが、スケートボード
の特性上、安全面の確保を図る必要があることや、管理人の配置の必要性
及び施設の整備に多額の費用を要する事が考えられます。また、スポーツ
センター駐車場等の敷地を活用し、スケートボードやインラインスケート等の
利用できるスペースを設営する検討も行ってまいりましたが、こちらにつきま
しても安全面等の問題などから開設するに至りませんでした。

・ご提案のスケートボード・ボルダリング・インドアゴルフなどを併設する屋内
での総合遊戯施設の規模は、事業費が非常に高額となる事から、令和４年
度の事業着手は難しい状況です。

・今後も広くご意見ご要望をお伺いし、利用可能な公共施設駐車場等をス
コッチコーン等で区分し、開放日時等を設定した上で、スケートボードの利用
出来るスペースを設ける等の検討を進めてまいります。


